








要約:正常ラット腎でのタンパクの限外濾過及び輸送の定量評価を行う目的で分割採取微

小穿刺法を開発した。この方法により尿細管外に存在する大量のタンパクの穿刺時に生ず

る混入を理論的にも実践面でも克服された。本研究により初めてラット糸球体での限外濾

過されるアルブミン量が血中の 0.062%,低分子タンパクが 98.9%と同定された。再吸収は主

に近位尿細管起始部で行われ,糖尿病モデルではアルブミンの再吸収の著明な低下が観察

された。 


